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下水の水温及び NH4-N 濃度条件において、生成した NO2-N の硝酸（NO3-N）化を抑制す
















るには、高効率固液分離槽を活用して TOC 容積負荷を 9mg/L/hr 以下に抑える必要があると
結論づけている。第二に、NO2-N の生成過剰により NO3-N 生成が一度活性化されると、担体
容積当り Kj-N 負荷上昇による対応では、潜在的 NO3-N 生成能を不活化するのに長時間を要
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（続紙 ２ ） 
 






１．流入下水の水温及び NH4-N 濃度条件であっても、NO2-N の NO3-N 化を抑制できる
条件(担体容積当りケルダール窒素(Kj-N)負荷を 200mgN/L 担体/hr 以上)を見出
したうえで、その条件を付与することで、アナモックス反応を新規に発現させら
れること、さらには、発現させた担体に、新品担体を追加投入していった結果、
実用的な期間(2 カ月程度)にて、実用的な窒素除去性能(平均滞留時間 8.4hr に










容積当り Kj-N 負荷を常時 200mg/L 担体/hr 以上とすること、を明らかにしてい
る。 
４．実験で得られた知見を用いて、本開発プロセスのランニングコストを試算し、従
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